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研究成果概要 
 
次期観測O4のためのレーザー強度安定化シ
ステムのKAGRAへのインストールと調整 

次期観測O4のためのレーザー強度安定化
システムとして:(1)将来の真空化に対応す
るためにIMMチャンバーのYアーム側のビュ
ーポートからレーザー光を取り出す。チャ
ンバー横に1m*1mの光学定盤を設置してそ
の上にシステムを構築する。 (2)レーザー
強度100W以上に対応するためにPDを制御用
に2個，モニター用に2個を用いるシステム
として設計したが，O4では半分程度までの
レーザー出力となるためそれぞれ1個のPD
を用いる。（3）ビームスプリッターや鏡の
端面での反射や透過で生じる迷光を反射・
透過の2次分まで光線追跡し,迷光ビームを
遮蔽する。(4) QPDとPZTをアクチュエータ
とするミラーマウントを用いて，ビームジ
ッター除去を行う, 等を実装する。 
今年度，(3)までをインストールした(図

1)。このシステムによるレーザー強度安定
化の結果を図2に示す。5-1kHzの領域でほぼ
ショットノイズのレベルまでノイズの低減
が実現できている。負帰還制御系のユニテ
ィゲイン周波数(UGF)が40kHz程度にとどま
っているため，電子回路，配線，アクチュ
エータとして用いている音響光学素子(AO
M)等で生じる遅延を点検し高速化を計って
いる。Guardianによる自動制御の調整を進
めている。QPD，PZTアクチュエータを用い
たビームジッター除去システムの稼働等を
今後行っていく予定である。  
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図 1 IMM チャンバー横に設置された ISS。システムは光

学定盤上に組まれ，黒色アルミ板の風防・防音壁で覆わ

れている。チャンバー側面に部分的に見えている光学窓

を通して IMMT 透過光が導かれる。 

図 2 ISS による KAGRA でのレーザー強度安定化の結

果。 
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